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教科教育に心理学はどこまで迫れるか（４） 
－教育目標をどう扱うべきか－ 

 

企画・話題提供：工藤与志文（東北大学） 

企画・話題提供：藤村宣之（東京大学） 

話題提供：田島充士（東京外国語大学） 

司会・指定討論：宮崎清孝（早稲田大学） 

  

企画主旨 

工藤 与志文 

 
 本シンポジウムは 2011 年から始まった同名の

シンポジウムの 4 回目である。また，企画者の一

人として，その締めくくりとしての意味合いを持

たせたいとも考えている。今回のテーマは「教育

目標をどう扱うべきか」である。そもそもこれら

一連のシンポジウムは，学習すべき知識の内容や

質を等閑視し，コンテントフリーな研究課題しか

扱わない教育心理学研究のあり方に対する批判か

らスタートしたものと理解している。そのような

問題意識の行き着く先は「教育目標の扱い」では

ないか。これまでのシンポジウムで度々指摘され

てきた教育心理学の「教育方法への傾斜」は，自

ら教育目標の善し悪しを検討することが少ないと

いう教育心理学研究者の研究姿勢と関連している。

教育目標がどうあるべきかという問題は教育学や

教科教育学の専門家が取り扱うべきであり，教育

心理学はその実現方法を考えていればよいという

「分業的姿勢」の是非が問われるべきではないだ

ろうか。本シンポジウムでは，上記の問題意識を

ふまえ，教育心理学研究は教育目標そのものをど

のように俎上にのせうるか，その可能性について

議論したい。 
 
教科教育に対する心理学的アプローチ：発問をど

のように構成するか 

藤村 宣之 

 
 教育目標に対して教育心理学がどのようにアプ

ローチするかに関して，より長期的・教科・単元

横断的なマクロな視点と，より短期的なミクロな

視点から考えてみたい。 
 マクロな視点によるアプローチの一つとしては，

各学年・教科・単元の目標を，発達課題などとの

関わりで教科・単元横断的にあるいは教科や単元

を連携させて設定し，それに対応させて構成した

学習内容に関する長期的な授業のプロセスと効果

を心理学的に評価することが考えられるであろう。

その際には，学習内容にテーマ性，日常性を持た

せることが教科・単元を関連づけた目標設定を行

ううえでも，子どもの多様な既有知識を生かして

授業を構成するうえでも重要になると考えられる。 
 より短期的に実現可能なミクロな視点からの関

わりの一つとしては，各単元・授業単位で，どの

ような発問を設定して，子どもたちに思考を展開

させることを考えることで，単元の本質的な内容

の理解に迫るというアプローチも考えられる。当

該単元の教材研究を子どもの思考や理解の視点か

ら行うことを通じて，どのような力をその単元・

時間で子どもに獲得させるか（たとえば当該単元

のどのような理解の深まりを一人一人の目標とす

るか）を考え，それを発問の構成に反映させてい

くというアプローチである。 
 ミクロな視点からのアプローチの一つとして，

子どもの多様な既有知識を発問の構成に活用し，

探究過程とクラス全体の協同過程を組織すること

で，一人一人の子どもの各単元の概念的理解の深

まりを目標とした学習方法（協同的探究学習）の

プロセスと効果について，本シンポジウムでは報

告を行いたい。発問の構成の方針としては，導入

問題の発問としては，当該教科における既習内容

に関する知識，他教科の関連する知識，日常的知

識など子どもの多様な既有知識を喚起し，個別探

究過程，協同探究過程を通じてそれらの知識を関

連づけ，さらに，後続する展開（発展）問題の発

問としては，それらの関連づけられた知識を活用

して単元の本質に迫ることが，個々の学習者の概

念的理解を深めるうえでは有効ではないかと考え

られる。以上に関する具体的な話題提供と討論を

通じて，教科教育の教育目標を対象とする教育心

理学研究のあり方について考察を深めたい。 
 
知識操作と教育目標 

工藤 与志文 

 
 ここしばらく「知識操作」に関する研究を続け

ている。知識操作とは，課題解決のために知識表

象を変形する心的活動のことを指す。近年，法則

的知識（ルール）の学習研究において知識操作の

重要性が示されつつある。ところで，同一領域に

関する知識といっても，操作しやすい知識と操作

しにくい知識があるように思う。西林氏の言葉を
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借りれば，知識は「課題解決のための武器」であ

るのだから，どんな武器を与えるかによって戦い

方も変わってくるだろうし，すぐれた武器があれ

ば勝算も高まるだろう。筆者は，「操作のしやすさ」

をすぐれた武器の要件の 1 つだと考えている。雑

多な知識の中からすぐれた武器となる知識を精選

し，学習者がそれらを使えるように援助すること

は，重要な教育目標となると考えている。このよ

うな観点で教科教育を見た場合，わざわざ鈍い武

器を与えているのではないかと思われる事例が少

なくない。重さの保存性の学習を例に説明してみ

よう。 
 極地方式研究会テキスト「重さ」では，「ものの

出入りがなければ重さは変わらない」というルー

ルを教えている。このルールは含意命題の形式を

とっているため操作が容易であり，ここから直ち

に他の３つのルールを導く事ができる。①「重さ

が変わらないならばものの出入りはない（逆）」②

「ものの出入りがあれば重さは変わる(裏)」③「重

さが変わるならばものの出入りがある（対偶）」小

学生がこれらのルールを駆使することで，一般に

困難とされている課題に対して正しい推論と判断

が可能になることが教育実践で明らかにされてい

る。たとえば，水と発泡入浴剤の重さを測定し，

入浴剤を水に入れた後の質量変化をたずねる課題

では，小学３年生が重さの減少と気体の発生を関

連づける推論を行うことができた（重さが減った

ということは何かが出ていった→においが出てい

った→においにも重さがある）。 
 一方，学習指導要領をみると，小３理科の目標

の 1 つとして「物は形が変わっても重さは変わら

ない」ことの学習が挙げられている。教科書では，

はかりの上の粘土の置き方を変えたり形を変えた

りして確かめている。しかし，このルールは命題

の帰結項（重さは変わらない）に対応する前提項

を欠いており，含意命題の形式をとっていない。

したがって，上記のような操作は不可能である。

しかもこのルールは，変形して重さが変わる状況

では使えない（極地研のルールでは，「重さが変わ

ったんだから何か出入りがあったのだろう」と予

想できる）。重さの保存性理解にとって，どちらの

知識が武器として有効であるかは明らかではない

か。本シンポジウムでは，知識操作という観点か

ら，学習すべき知識の内容や質を問い直すつもり

である。ここから，教育目標を対象にした教育心

理学研究の１つの可能性を示してみたい。 
 
「学習者を異世界へいざなう教科教育の価値と

は：分かったつもりから越境的交流へ」 

田島 充士 

 
 「学校で学んだ知識は，社会に出ると役に立た

ない」との言説は，今も昔も多くの人々にとって，

強い説得力を持って受け止められているものだろ

う。学習者が学校で学ぶ知識（以下「学問知」と

呼ぶ）は，実践現場で養成され活用される具体的

知識（以下「実践知」と呼ぶ）と乖離する傾向に

あると多くの人々によって受け止められているの

は事実であり，学習者に対し，学外における実践

知学習の場を提供する，インターンシップ等の実

践演習型教育プログラムの実施も盛んである。 
 しかし教育心理学においては，この実践知習得

をターゲットとした実践演習等の価値が認められ

る一方で，肝心の，社会実践に対する学問知教育

（教科教育）の貢献可能性については，十分にモ

デル化されているとはいえない状況にある。本発

表では，ヴィゴツキーによる科学的概念を介した

発達論を基軸として，学問知が有する実践的価値

を実証的に分析する理論モデルを提供することを

目指す。 
 科学的概念とは，教科教育を通し学習される，

抽象的な概念体系をともなう学問知の総体である。

その特徴は，空間・時間を異にする，個々別々の

具体的な文脈に孤立した実践知を，学習者自身が

この抽象体系に関連づけることで特定のカテゴリ

ーとしてまとめ，相互の比較検証を可能にするこ

とにある。以上のように学問知を捉えるならば，

教科教育とは，異なる実践文脈を背景とし，異質

な実践知を持つ，いわば異世界に属する人々との

越境的な相互交流を促進する可能性を有するとい

う点で，広く社会実践に開かれた価値のあるもの

だともいえる。 
 その一方で，教科学習においては多くの者が，

授業文脈では学んだ知識を運用できるが，学外の

人々との相互交流において応用的に利用すること

ができない「分かったつもり」に陥る傾向も指摘

される（田島, 2010）。これは本来，越境的交流の

中でこそ活かされるべき学問知が，教室内の交流

のみに，その使用が閉じられている問題といえる。

つまり教科教育の問題とは，学問知そのものが社

会実践に閉ざされているという点にではなく，現

状では，多くの学習者がそのポテンシャルを十分

に活かすことができず，学外の社会実践との関連

を見出すことができないという点にあるのだと考

えられる。 
 本発表では，以上の問題に取り組むべく，実践

知との関連からみた学問知に関する理論的視座を

提供する。さらに学習者を分かったつもりにとど

めず，学問知のポテンシャルの活用を促進し得る

教育実践の展開可能性についても検証する。その

上で，学習者を異世界へいざなうという学問知の

強みを活かした教科教育の社会的価値について論

じる。 
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